
厚生労働省科学研究費補助金（研究事業） 

分担研究報告書 

 

被災地における心不全患者の在宅療法に関する研究 

―植込型補助人工心臓と在宅療法― 

研究分担者：中谷 武嗣 国立循環器病研究センター移植部 部長 

 

研究要旨  

植込型左心補助人工心臓（LVAS）の在宅治療を積極的に進め、在宅管理における課題について検討

した。そのなかで、抗凝固療法の調整とともに、ドライブライン感染への対応が重要であることが

示された。 

 

Ａ．研究目的 

末期心不全患者に対する治療選択として連続流植

込型左心補助人工心臓（LVAS）が心臓移植へのブ

リッジとして保険償還された。この植込型 LVAS

を装着した患者は、在宅療法が可能となったが、

在宅での管理を安定して行うためには、入院管理

中には医療者により行われてきた種々の管理を患

者本人及び家族による介護者で行う必要がある。

今回、植込型 LVAS 装着患者の在宅管理について検

討した。 

 

Ｂ．研究方法 

対象は心移植へのブリッジとして当センターにお

いて2011年５月以降に植込型LVASを装着した39

例中、在宅管理となった症例における在宅管理に

ついて検討を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

在宅管理患者のうち 16 例 54 回の再入院を認め、

その理由は、ドライブライン感染が 45％と最も多

く、脳血管障害は 15％であった。 

 

Ｄ．考察 

LVAS 装着患者の在宅管理において、コアグチェッ

クによる抗凝固療法の調整を行なうことで、脳血

管障害による再入院例は少なくなっている。しか 

 

し、ドライブライン感染による再入院例が多く、

創部管理法の検討が必要である。 

 

Ｅ．結論 

植込型 LVAS 装着患者における在宅管理において

は、抗凝固療法の調整とともに創部管理が重要で

あった。 
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